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日本人の代表的抽出集団であるNIPPON DATA90 (The National Integrated Project for




























































(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 6 0 0字以内で作成のこと。 )
本研究の目的は、良性所見とされてきた心電図上のQRS-ST接合部(J点)の0. lraV以上の
上昇を特徴とする早期再分極の循珠算疾患死亡に対する予後車漸能を検討することである。
1990年循環器疾患基礎調査のコホ-ト研究(NIPPON DATA90)を用いて、無作為抽出された日
本全国300地区から参加した30歳以上の一般住民7630人(男性40.7%、平均年齢52.4歳)を
対象に、 15年間の前向きの検討を行い、 Cox比例ハザードモデルを用いて交絡因子を調整し、
循環器疾患死亡に対するハザード比を算出し、以下の点を明らかにした。
1)早期再分極は全体の264人(3.5%)に罷められ、大部分が男性であった(95.8%) 。
2)早期再分極は、交絡因子で調整後も,心疾患死亡、特に冠動脈疾患死亡の独立した予測因
子であった。これらの関連は、下側壁誘導の早期再分極、また60歳未満において、より顕
著であった。
3)心不全死亡、不老脈死亡および脳卒中死亡については、死亡数がそれぞれ1名と少なく、
統計学的分析を行わなかった。
4)男性のみで行った分析でも、同様の結果であった。
本論文は、早期再分極と冠動脈疾患死亡との関連について新しい知見を与えたものであり、
最終試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に値す
るものと罷められた。
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